
ニュー・マイスターと語る会に参加して 
 今年度の語る会はアグリネット 946代表者会議が希望した『省力化と所得向上の両立』をテ

ーマに、北海道指導農業士･農業士釧路地区連絡会議が釧路市音別町で10月に開催しました。 

各クラブ員や女性農業者・新規就農を目指す実習生・牧場従業員など40名が参加しました。 

  

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＭＲセンター・フィードセンタービーナスや 

隣接する佐藤一哉農業士の搾乳ロボット牛舎では、 

『農家の省力化』を第一に考えて建設されており、 

農家ごと考えられたＴＭＲ飼料が毎日決められた 

時間に飼槽まで配送されるシステムに驚きました。 

 

 

 

 

  午後からのグループディスカッションでは、各地の 

先輩である農業士の進行により、『自分達の経営・集落 

の10 年後を考えよう』をテーマに議論しました。 

  各グループでは、ゆとりある酪農経営の実現に向けて   

「支援システムの充実」や「情報を発信して人材確保」・   

「労働時間の改善」など様々な夢が語られました。 

 私自身は今回、聞く人にとって分かりやすい説明の 

しかたをもっと磨きたいと痛感しましたが、参加した 

皆さんも意見交換を通じて多くの気づきがあったので 

はないでしょうか。 

 来年度は、さらに多くの参加者が集まるようアグリネ 

ット946としても呼びかけていきたいと思います。 

【代表世話人 中山貴裕】 

 

広報誌Ｎｏ.19 平成 29年 11月 7日発行 

ニュー・マイスターと語る会（釧路市音別町） 

 

アグリネット 946に加盟している農業青年グループ 

白糠町４Ｈクラブ・ＪＡ阿寒青年部４Ｈクラブ・鶴居村農友会 

弟子屈町４Ｈクラブ・JAしべちゃ青年部フロンティア21・酪匠ＨＢＣ 

各地の農業士の経験談を聞きながら議論 

ＴＭＲセンターから飼槽までエサが届く 

各グループの発表を聞きアイデアを共有 



ＪＡ阿寒青年部４Ｈクラブ 
白糠町４Ｈクラブ    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各クラブの活動報告 平成２９年度 
4H クラブでは今年度から学習会企画担当を

新たに選出し、活動を進めてきました。 

 主な活動として、標茶町の近藤英實指導農業士

の牧場視察や、地元のNOSAI獣医師を講師に招

いた乳房炎の学習会などを開催しました。 

 また秋以降は上川農試や根釧農試から講師を招い

て、「6次産業化」や「子牛管理」の学習会も予定し

ており、若手酪農家に学びの場を提供できる 4Hク

ラブを目指しています。 

５月 乳房炎の学習会 

指導農業士から放牧管理を学んだ(標茶町) 

新プロジェクト始動！！ 

白糠町４Ｈクラブは、昨年度まで哺育管理プロ

ジェクトを行ってきました。 

今年度からは哺育の次のステップである育成管

理に注目し、活動することが決まりました。 

現在、会員農場の育成牛の発育にどれぐらい差

があるのか把握するため、体測を実施しています。 

 

その他にも、定期的に例会を行い、情報交換

や勉強会を開催しています。また、春には新入

会員の牧場視察を行い、11 月には町外視察を

企画しています。 

 今後も会員同士の交流を深め、精力的に活動

していきます！ 春に行った新入会員の牧場視察 

プロジェクト活動で行っている会員牧場

の育成牛体測 



弟子屈町４Ｈクラブ 
ＪＡしべちゃ青年部フロンティア２１    

 

  弟子屈町４Hクラブ（郷司会長・クラブ員 39人）   

では、クラブ員同士の交流も大切な活動だと考えて 

います。そのためプロジェクト以外の活動にも力を 

入れています。 

  ６月には、恒例の焼肉パーティをクラブ員の家の  

車庫で行いました。今年は近隣の農家や関係機関など 

約70人が集まり、焼肉や腕相撲・クイズなどをして 

楽しみました！ 

また畑作農家と酪農家の会員が一緒に取り 

組める活動として、7月にドローンを購入し 

て航空写真を利用した取り組みを始めました。 

利用規約や名称（ひこぼし）を考え、クラブ 

員のペレニアルライグラス追橎草地でデモを 

行いました。 

農協や役場の皆さんも参加して、初めての 

ドローン操作を楽しみました！ 

 

今後も交流活動をどんどん進めていきます！ 

 

 

 

 

 

今年の『しべちゃフェア』は昨年販売したしべちゃ牛乳 

・しべちゃ牛乳アイス・かぶ（JAしべちゃ釧路町支所の 

野菜農家が生産）に加えてミートソース缶（JAしべちゃ 

女性部加工部会が加工）を販売しました。 

いずれの商品も好評で、お客さんからは「今年も牛乳 

が買えることを楽しみに待っていた」等の声を聞けました。 

 

 

 

 

 また、4月に標茶町内で搾乳牛を260頭飼養して  

いる法人と搾乳ロボットを導入している会員の農場 

の２カ所を視察しました。 

参加者からは「規模の大きさに圧倒される」、「搾 

乳ロボットを使っている人の話は参考になった｣など 

の声があり、参加者にとって有意義な視察研修となり 

ました。 

６月の恒例の焼肉パーティ 

７月のドローン運行デモ 

５月 しべちゃフェア 

（イオン釧路昭和店） 

４月  町内視察 



副代表世話人より 
 皆さん、こんにちは。29年度から副代表世話人を務めている白糠町４Ｈクラブの五十嵐 

大地です。会員の皆様には日頃から当会活動への積極的な参加ありがとうございます。 

 アグリネット946では各クラブ代表の意見を頂きながらネットワークの運営や、12月の 

アグリミーティングの企画など今年度も新たなチャレンジに取り組んでいます。 

 今後も、より良い活動を展開できるよう代表者会議を盛り上げていきたいと思いますので、 

各クラブ・関係機関の皆様には一層のご理解ご協力をお願いします。 

鶴居村農友会 
酪匠ＨＢＣ  

 

鶴居村農友会は、村外の視察・勉強会等を 

行う他、毎年9月には地域のお祭りに参加し、 

牛の鳴き真似コンテストの審査員や牛乳無料 

試飲を実施する等、地域との繋がりを大事に 

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
発行：アグリネット９４６   内容に関するお問い合わせは、釧路農業改良普及センター（℡015-485-2514）まで 

昨年は鶴居村農友会の創立 50 周年を迎え、記念

誌を作成し、村内農家や関係機関に送付しました。 

現在、会員数も少しずつ増加していることから、今

後ますます活動が活発化していくと思いますので、

今後とも鶴居村農友会をよろしくお願いします。 

牛の鳴き真似コンテストのデモ 

牛乳の無料試飲を実施 

酪匠HBCに新たな仲間が１人増えました！ 

５月下旬に、定例会および歓迎会を実施しました。 

ですが、歓迎するはずの新会員が風邪でダウン・・・

いつものメンバーでの交流会になりました！（７月下旬

の夏季交流会で、無事に顔合わせ出来ました） 

酪匠HBCでは今後、「牧草収穫お疲れさん会」

や「分娩管理の上手な農家」の視察、学習会につい

ても企画中です。 

また、新たな仲間を増やすべく、普及センターと

共に巡回を行っていく予定です。 

今後も楽しんで活動を行います！！ 

定例会の様子 

交流会の様子 


